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バルクとして存在している物質は、ナノサイズ
に微細化（ナノ粒子化）することによって磁気特
性、電気特性、光学特性などが変化するため、そ
のサイズや形状、組成などを制御することによっ
て、これまでにない特徴的な物性・高機能・新機
能を発現させることが検討されている。また、ナ
ノ粒子を構造材料に用いて自己組織化により集積
して、高機能ナノ構造体を創出することも期待さ
れている。そのため、気相法や液相法によるさま
ざまなナノ粒子の作製が報告されているが、ナノ
構造体材料としてのポテンシャルを発揮させるに

は、後工程で使用されるプロセスまで考慮した粒
子設計・粒子作製法が重要1）である。筆者らは、







製することはできない。しかしながら、熱プラズ
マ法では雰囲気を制御した超高温反応場が得られ
ることから、これらのナノ粒子を作製することが
できる。
窒化物を作製するため必要な、反応性の高い窒

素ラジカルを発生させるには、5000K以上の高温
場が必要であるが、熱プラズマ法では容易に超高


